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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 乳癌組織においてCEA量の高値症例が認められる

が，その臨床病理組織学的意義について詳しく検討し

た報告はみあたらない．そこで，乳癌組織CEA量を測

定し，臨床的，病理組織学的意義について検討を試み

た，さらに，血清CEA値との関連，組織CEA染色と

の関係をみることで，組織CEA量測定の意義につい

ても検討した．

 対象および方法

 検索対象は東京女子医科大学第二病院外科で過去3

年間に癌組織のCEA量および血清CEA値を測定し

えた原発乳癌90例である．組織CEA量は乳癌組織の

一部（0．5g）を採取し，そのcytosolを， Roche CEA

Radioimmunoassay Kitを用い測定した，組織CEA

量と病理組織学的検索項目および血清CEA値陽性率

との関係についてカイニ乗検定を用い検討した．予後

との関係はKaplan Meier法による累積生存率をみ

た．組織CEA染色はDAKO社製Peroxidase－
antiperoxidase（PAP）Kitを用い，組織CEA量と比

較した，

 結果

 1．組織CEA量の陽性率は35．6％であった．組織

CEA量から血清CEA値陽性率をみると，組織CEA
量陽性例に高くなった．

 2．組織CEA量の陽性率は，脈管侵襲陽性（p〈

0．05），腫瘍径T3以上（p＜0．01），リンパ節転移の程

度nlβ以上（p＜0．005）， stage ll～IV（p＜0，01）の

症例に高くなった，また，組織CEA量から血清CEA

値陽性率をみると，組織CEA量陽性例で，脈管侵襲陽

性，腫瘍径T3以上，リンパ節転移の程度nlβ以上，

stage II～IVに高くなった．

 3．組織CEA量，血清CEA値ともその陽性例で予

後不良となった，また，予後良好であった血清CEA値

陰性例でも，組織CEA量陽性例は生存曲線の低下が

みられた（p＜0．01）．

 4．組織CEA量と組織CEA染色の関係をみると，

組織CEA量0．5ng／mg以下では染色されず，5．Ong／

mg以上では全例に染色された．

 考察および結論

 乳癌取扱い規約で規定される諸因子について，その

進行した症例に組織CEA量の陽性率は高くなった．

本来，CEAを産生する乳癌とそうでないものがまった

く生物学的に同じであるならぽ，組織CEA量の陽性

率は一定の値をとるはずである．しかし，自験例では，

組織CEA量の陽性率は進行した症例に有意に高かっ

た．このことから，CEAを産生する乳癌の進行は早く，

より悪性であると考えられる。このことは組織CEA

量陽性例は陰性例に比べ，明らかに生存曲線の低下が

認められ，予後不良であったことからも証明される．

また，従来より予後良好であるとされる血清CEA値

陰性例でも，組織CEA量陽性症例で有意に生存曲線

の低下を認めた．組織CEA量を測定することより，よ

り正確な予後を予測することができるものと考えられ

る．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は乳癌の組織CEA（Carcinoembryonic Antigen）量の測定を行ない，血清CEA値との関連，

組織CEA染色との関係，および臨床病理学的諸因子との関係を検討した結果，組織CEA量の測定が

乳癌の生物学的悪性度，ならびに予後推定の指標となりうることを明らかにしたもので，学術上価値

あるものと認める．
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